
 

 

 

 

 

 

  

「会いたかった」 
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雨森 れに 



 

〈

人

物

表

〉

 

城
谷

し
ろ
た
に 

圭
史

け

い

し 
 

（
３
５
） 

暴
力
団
構
成
員 

西
川

に
し
か
わ 

奏 か
な

美 み 
 

（
３
２
） 

圭
史
の
元
恋
人 

西
川

に
し
か
わ 

涼
り
ょ
う

真 ま  
（
享
年
２
２
） 

奏
美
の
弟



 1 

１
． 

（
回
想
）
・
公
園
（
夜
） 

１
年
前
。
広
い
公
園
内
の
雑
木
林
。 

西
川
奏
美
（
３
２

）、

走
り
な
が
ら
電
話
を
し
て
い
る
。 

奏
美 

「
涼
真
、
ど
こ
！
？ 

ど
こ
な
の
！
？
」 

入
れ
墨
の
入
っ
た
金
髪
の
男
、
西
川
涼
真
（
２
２
）
が
血
ま

み
れ
で
倒
れ
て
い
る
。 

奏
美 

「
涼
真
！
」 

頬
を
何
度
も
叩
く
が
、
反
応
は
な
い
。 

奏
美 

「
嫌
。
な
ん
で
っ
」 

涼
真
を
強
く
揺
す
る
。 

涼
真
の
手
か
ら
ス
マ
ホ
が
滑
り
落
ち
る
。 

奏
美
と
通
話
中
の
ま
ま
。 

奏
美
、
通
話
を
切
り
、
履
歴
を
見
る
。 

３
０
分
前
に
城
谷
圭
史
と
の
履
歴
。 

リ
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
。 

 

２
． 

（
回
想
）
・
車
・
車
内
（
夜
） 

公
園
近
く
に
停
め
て
い
る
車
。 

煙
草
を
吸
う
城
谷
圭
史
（
３
５

）
、

電
話
を
取
る
。 

圭
史
「
ま
だ
生
き
て
ん
の
か
。
し
ぶ
と
い
な
」 

奏
美
の
声
「
圭
史
」 

圭
史
「
奏
美
」 

 

３
． 

（
回
想
）
・
公
園
（
夜
） 

通
話
が
切
ら
れ
る
。 

奏
美
、
か
け
直
す
。 

着
信
拒
否
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
。 

自
分
の
ス
マ
ホ
で
か
け
直
す
。 

こ
ち
ら
も
着
信
拒
否
。 

奏
美
、
叫
ぶ
。 

（
回
想
終
了
） 

 

４
． 

電
車
・
車
内
（
夕
） 海

の
さ
ざ
め
き
。 
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窓
の
外
に
は
海
が
広
が
っ
て
い
る
。 

奏
美
、
窓
の
外
を
見
て
い
る
。
全
身
黒
づ
く
め
。
サ
ン
グ
ラ

ス
を
か
け
て
い
る
。 

左
手
は
コ
ー
ト
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
つ
っ
こ
ん
で
い
る
。
何
か
握

っ
て
い
る
様
子
。 

 

５
． 

廃
墟
・
前
（
夕
） 

郊
外
に
あ
る
研
究
所
跡
地
。 

奏
美
、
立
ち
止
ま
る
。 

電
話
を
か
け
る
。 

奏
美 

「
着
い
た
」 

 

６
． 

廃
墟
・
廊
下
（
夕
） 窓

か
ら
西
日
が
差
す
だ
け
の
薄
暗
い
廊
下
。 

ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
音
が
響
く
。 

圭
史
、
顔
を
あ
げ
る
。
眼
鏡
で
ス
ー
ツ
姿
。 

圭
史 

「
そ
れ
（
自
分
の
眼
鏡
を
叩
い
て
）
、
い
ら
な
く
ね
」 

奏
美 

「
ア
ン
タ
に
見
せ
る
顔
な
ん
て
な
い
」 

圭
史 

「
ど
う
い
う
意
味
だ
よ
」 

奏
美
、
圭
史
の
頬
に
触
れ
、
眼
鏡
を
押
し
上
げ
る
。 

奏
美 

「
自
分
を
殺
す
相
手
の
顔
な
ん
か
見
た
い
わ
け
？
」 

左
手
は
変
わ
ら
ず
ポ
ケ
ッ
ト
に
あ
る
。 

圭
史
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
ふ
く
ら
み
を
見
て
、
微
笑
む
。 

圭
史 

「
ち
ゃ
ん
と
殺
す
つ
も
り
で
来
て
く
れ
た
ん
だ
」 

奏
美 

「
ア
ン
タ
が
『
殺
し
て
く
れ
』
っ
て
言
っ
た
ん
で
し
ょ
」 

圭
史 

「
そ
う
だ
よ
。
弟
の
仇
だ
ろ
？
」 

圭
史
、
頬
を
擦
り
つ
け
る
。 

圭
史 

「
会
い
た
か
っ
た
」 

奏
美
、
指
先
を
残
し
て
、
ゆ
っ
く
り
離
れ
る
。 

圭
史
、
歩
き
出
す
。 

奏
美 

「
ど
こ
行
く
の
」 

圭
史 

「
廊
下
じ
ゃ
雰
囲
気
な
い
か
ら
な
」 

奏
美
、
圭
史
の
後
に
続
く
。 
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７
． 

廃
墟
・
所
長
室
（
夕
） 

机
と
椅
子
、
家
具
だ
け
置
き
去
り
に
さ
れ
た
広
い
部
屋
。
大

き
な
窓
か
ら
海
と
港
町
が
見
え
る
。 

圭
史 

「
あ
の
海
、
覚
え
て
る
か
？
」 

奏
美 

「
忘
れ
る
わ
け
な
い
で
し
ょ
」 

圭
史 

「
だ
か
ら
、
こ
こ
に
し
た
」 

圭
史
、
椅
子
に
座
る
。 

ス
ー
ツ
の
ボ
タ
ン
を
外
し
、
ネ
ク
タ
イ
に
も
手
を
か
け
る
。 

奏
美 

「
ち
ょ
、
な
ん
で
脱
ご
う
と
し
て
ん
の
よ
」 

圭
史 

「
服
、
邪
魔
だ
ろ
。
脱
い
だ
ほ
う
が
殺
し
や
す
い
」 

奏
美 

「
バ
カ
。
ま
だ
だ
か
ら
」 

奏
美
、
緩
ん
だ
ネ
ク
タ
イ
を
直
す
。 

圭
史
、
奏
美
を
愛
し
そ
う
に
見
つ
め
る
。 

奏
美 

「
な
ん
で
、
涼
真
を
殺
し
た
の
」 

圭
史 

「
仕
事
だ
か
ら
な
」 

奏
美
、
圭
史
を
突
き
飛
ば
す
。 

圭
史 

「
お
っ
と
」 

奏
美 

「
あ
の
子
は
ア
ン
タ
に
憧
れ
て
た
の
に
」 

圭
史
、
へ
ら
っ
と
笑
う
。 

奏
美 

「
涼
真
を
返
し
て
よ
」 

圭
史 

「
そ
れ
が
で
き
た
ら
よ
か
っ
た
ん
だ
け
ど
な
」 

奏
美 

「
じ
ゃ
あ
、
仕
事
、
や
め
て
よ
。
全
部
や
り
直
そ
う
よ
」 

圭
史 

「
そ
れ
も
、
無
理
だ
な
」 

圭
史
、
奏
美
を
見
つ
め
て
、 

圭
史 

「
俺
が
生
き
て
た
ら
、
ず
っ
と
苦
し
い
だ
ろ
」 

奏
美
、
顔
を
伏
せ
る
。 

圭
史 

「
俺
が
叶
え
て
や
れ
る
の
は
、
こ
れ
し
か
な
い
」 

圭
史
、
深
く
座
り
直
す
。 

手
足
を
大
き
く
広
げ
、
殺
し
や
す
い
よ
う
に
体
を
開
く
。 

し
か
し
、
奏
美
は
動
か
な
い
。 

圭
史 

「
悪
い
。
脱
い
で
な
か
っ
た
な
」 

奏
美
、
首
を
振
る
。 

圭
史
、
た
め
息
。 

圭
史 

「
涼
真
は
、
オ
ヤ
ジ
を
裏
切
っ
た
ん
だ
」 
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奏
美 

「
だ
か
ら
っ
て
殺
さ
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ
ん
。
ア
ン
タ
だ
っ
て
か
わ

い
が
っ
て
た
の
に
」 

圭
史 

「
あ
の
な
ぁ
。
盃
を
交
わ
す
っ
て
意
味
、
わ
か
ん
だ
ろ
？
」 

奏
美 

「
そ
れ
で
も
っ
」 

圭
史 

「
じ
ゃ
あ
、
俺
が
殺
し
た
く
て
殺
し
た
っ
て
？ 

ふ
ざ
け
ん
な
よ
」 

圭
史
、
床
を
踏
み
つ
け
る
。 

早
口
で
、 

圭
史 
「
惚
れ
た
女
の
弟
だ
ぞ
。
合
わ
せ
る
顔
が
ね
ぇ
よ
。
だ
か
ら
一
年
、

連
絡
で
き
な
か
っ
た
。
で
も
、
ず
っ
と
会
い
た
か
っ
た
」 

奏
美
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
外
す
。 

奏
美 

「
圭
史
」 圭

史
、
目
を
見
開
く
。 

す
ぐ
に
く
し
ゃ
り
と
笑
っ
て
、 

圭
史 

「
や
っ
ぱ
、
奏
美
は
い
い
女
だ
な
」 

奏
美 

「
私
も
、
ず
っ
と
許
せ
な
か
っ
た
。
憎
か
っ
た
。
で
も
、
そ
れ
以
上

に
会
い
た
か
っ
た
」 

圭
史 

「
奏
美
、
も
う
終
わ
り
に
し
よ
う
」 

ふ
た
り
、
見
つ
め
合
う
。 

奏
美
、
首
を
振
る
。 

奏
美 

「
そ
ん
な
簡
単
に
終
わ
ら
せ
な
い
」 

ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
る
。 

左
手
が
何
か
を
握
り
込
む
。 

圭
史 

「
い
い
よ
。
気
が
済
む
ま
で
、
や
れ
よ
」 

奏
美 

「
圭
史
が
決
め
て
い
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
涼
真
は
返
っ
て
こ
な
い
ん

だ
か
ら
」 

奏
美
、
圭
史
に
近
づ
い
て
い
く
。 

圭
史
、
背
も
た
れ
に
も
た
れ
か
か
り
、 

圭
史 

「
そ
う
だ
な
」 

目
を
閉
じ
る
。 

奏
美
、
ス
タ
ン
ガ
ン
を
取
り
出
す
。 

圭
史
に
強
い
衝
撃
。 

圭
史
、
脱
力
。 

 
×
 
×
 
×

 

奏
美
、
圭
史
の
椅
子
に
背
を
預
け
、
床
に
座
っ
て
い
る
。
手
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に
は
ス
タ
ン
ガ
ン
。 

ス
タ
ン
ガ
ン
を
捨
て
、
ス
マ
ホ
を
取
り
出
す
。 

ダ
イ
ヤ
ル
パ
ッ
ド
で
『
１
１
０
』
を
押
す
。 

 

８
． 
廃
墟
・
所
長
室
（
夜
） 

圭
史
、
目
覚
め
る
。 

部
屋
に
は
圭
史
の
み
。 

何
が
起
こ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
様
子
。 

体
を
探
る
。 

胸
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
写
真
を
取
り
出
す
。 

海
辺
で
奏
美
と
涼
真
が
笑
っ
て
い
る
。 

サ
イ
レ
ン
の
音
。 

圭
史
、
窓
へ
。 

落
ち
て
い
た
ス
タ
ン
ガ
ン
が
足
に
当
た
る
。 

圭
史 

「
最
初
か
ら
殺
す
気
な
ん
か
な
か
っ
た
、
て
こ
と
ね
」 

額
に
手
を
当
て
る
。 

圭
史
、
奏
美
に
電
話
を
か
け
る
。 

廃
墟
に
近
づ
い
て
く
る
パ
ト
ラ
ン
プ
。 

 

９
． 

ホ
テ
ル
・
客
室
（
夜
） 

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
。 

白
い
バ
ス
ロ
ー
ブ
姿
の
奏
美
が
窓
辺
に
座
っ
て
い
る
。 

奏
美
、
廃
墟
へ
向
か
う
パ
ト
ラ
ン
プ
を
目
で
追
っ
て
い
る
。 

手
に
は
ス
マ
ホ
。 

着
信
音
。 

し
か
し
、
出
な
い
。 

ス
マ
ホ
を
テ
ー
ブ
ル
へ
置
く
。 

テ
ー
ブ
ル
に
は
一
枚
の
写
真
。
海
辺
で
圭
史
と
涼
真
が
笑
っ

て
い
る
。
隅
に
は
奏
美
の
指
が
写
り
込
ん
で
い
る
。 

奏
美
、
写
真
を
裏
返
す
。 

ベ
ッ
ド
へ
も
ぐ
り
こ
む
。 

白
い
寝
具
に
包
ま
れ
る
。 

着
信
音
が
止
ま
る
。 

奏
美
、
ぎ
ゅ
っ
と
目
を
閉
じ
る
。 
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海
の
さ
ざ
め
き
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
お
わ
り
） 


